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2026年12月期 第1四半期 決算説明資料スクリプト 

 

 
【決算発表資料】​
https://spiderplus.co.jp/ir/results/ 

 
【スクリプトに関する注意事項】 

本スクリプトにおける将来の見通しに関する記述は、将来の結果や業績を保証するものではありません。将来

予想に関する記述には、既知および未知のリスクや不確実性が含まれており、その結果、将来における実際の

業績や財務状況は、将来予想に関する記述によって明示的または黙示的に示された将来の業績や結果の予

測とは大きく異なる可能性があります。これらの記述に記載された結果と大きく異なる可能性のある要因には、

国内および国際的な経済状況の変化や、当社が事業を展開する業界の動向などが含まれますが、これらに限

定されるものではありません。本スクリプトは、情報提供のみを目的として作成しております。また、日本、米国、

その他の地域における有価証券の販売の勧誘や購入の勧誘を目的としたものではありません。 
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まずは、当社の事業概要についてご説明いたします。 
 

 
 
当社が事業を展開している建設業界は、国土強靭化や都市部の再開発、インフラ整備需要などにより、長期的

な市場拡大が見込まれています。 
 
その一方で、現場で働く「担い手」は劇的に減少していくという深刻な課題があります。  
 
建設会社にとっては、需要拡大に備えた『施工力の確保』と、人手不足の深刻化に対応する『生産性の向上』

が、喫緊の課題となっています。 
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これらの課題に対し、当社は「ヒト」と「テクノロジー」を掛け合わせることで、現場の業務プロセスを変革するサー

ビスを展開しています。 
 
具体的なアプローチは、ソフトウェアによる標準化、BPOによる外部化、カスタマイズやコンサルティングによる
高度化、AIを活用した自動化です。 
 
そして、これらを実現するために、「SPIDER+ Workspace」「BPOサービス」「プロフェッショナルサービス」とい
う、３つのサービスを提供しています。 
 

 
 
当社の戦略として、顧客の業務プロセスに深く浸透し続ける事業展開を進めています。 
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主力サービスである「SPIDER+ Workspace」を、業界知見が集約された現場の統合管理ソフトウェア群として
構築し、そこに「BPO」や「プロフェッショナルサービス」など、「ヒト」と「テクノロジー」を掛け合わせることによって
循環型の成長サイクルを創出します。 
 

 
 
ここから、2026年12月期第1四半期の決算について説明いたします。 
 

 
 
まず、第1四半期のハイライトです。 
 
売上高は12億円、営業利益は5百万円となりました。 
 
売上高は例年同等の進捗であり、営業利益は業績予想の通期黒字化に向けて収益性を高めています。 
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ARRについては、想定の範囲内で着地しております。 
 
事業、経営のハイライトについては以下でご説明します。 
 

 
 
業績についてです。 
 
先ほどご説明したとおり、売上高は計画通りの水準で進捗しています。 
 
営業利益は四半期黒字化、通期黒字化に向けて収益性を高めていきます。 
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ARRについてです。 
 
前期のWorkspace構想発表と併せて戦略を変更したため、一時的にARR成長は鈍化していますが、この進捗
は想定通りです。 
 
第2四半期以降は、現在の営業活動の効果により既存顧客のARR純増が拡大することで、ARR成長が加速す
ると見込んでいます。 
 

 
 
ARPAについては、第1四半期のARPA成長は概ね計画通りの水準です。 
 
前期から進めている既存顧客に対するパッケージプランへの切替提案に関する商談は順調に積み上がってい

ます。 
 
第2四半期以降、積み上げた商談を成約させることで、ARPAの成長を加速していきます。 
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契約企業数については、新規・解約ともに計画通りの水準で進捗しています。 
 

 
 
解約率については、解約企業が「導入年数の短い中小企業」である傾向に変化はありません。 
 
現在強化中のオンボーディング施策の動向から、解約率は低減していくと考えています。 
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連結貸借対照表については、現預金が法人税や借入金の返済により減少していますが、EBITDAが黒字化し
ていること、自己資本比率が66%であることから、安定した財務基盤を構築できています。 
 

 
 
連結損益計算書については、売上高成長をストック売上高が牽引していることに変化はありません。 
 
スポット売上高は受注案件の進捗により下期に向けて売上が拡大していく見込みです。 
 
 

8 



 

 
 
売上総利益については、計画通りに推移しています。 
 
前四半期と比較して売上総利益が減少した要因は、主にスポット売上高の進捗状況によるものです。 
 

 
 
販管費については、今期は各四半期10〜11億円の範囲内で推移させる計画です。 
 
その上で、第1四半期では事業進捗を見極めながら人的投資をコントロールしたこと、コスト適正化を図ったこと
により、計画よりも削減されています。 
 
引き続き、事業の進捗を見ながら成長に必要な人的投資を行っていく方針です。 
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ここから、ビジネストピックスの説明にまいります。 
 
まず、販売ネットワークを強化する目的で、国内最大手のIT商社であるダイワボウ情報システム様に「
SPIDER+」の取り扱いを開始いただきました。 
 
ダイワボウ情報システム様は、国内に約19,000社の販売パートナーを有していることから、今回の取り扱い開
始により、全国各地の建設会社様に当社サービスをお届けする体制が強化されています。 
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ビジネストピックスの2つ目は、Workspace構想における「モノ」の領域に関連した新サービスS+Traceについて
です。 
 
S+Traceは、建設現場でニーズの高い資機材管理の業務効率化を実現するサービスで、設備工事大手の高砂
熱学工業様による監修等をもとに開発しました。 
 
今後は、資機材管理の領域でもお客様の生産性向上にも貢献していきます。 
 

 
 
第1四半期のコーポレートトピックスです。 
 
前四半期に開示した資本政策の機動性と柔軟性の確保を目的とした減資手続きが完了しました。 
 
今後の資本政策および株主還元については、将来の成長に必要な投資や財務の安定性を確保した上で、株価

水準や資本効率等を総合的に勘案して、株主還元策を機動的に実施する方針です。 
 

 
以上 

【本件に関するお問い合わせ】 
スパイダープラス株式会社　財務IR部 
メール問い合わせ先：ir@spiderplus.co.jp 
電話問い合わせ先 ：03-6709-2834 
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